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論文内容要旨
 本論文は歯科胴コンポジットレジンにおいて解決すべき問題の一つである破壊靭性の問題を取り
 上げた。まず破壊靭性と微視割れの関係に着目し,き裂先端で生じる微挽割れの定量的検出,微視
 割れの発現位置,微視割れとフィラ形状との関係を解析した。これらの結果に基づいてコンポジッ
 トレジンの破壊プ環セスを墾らかにした後,微視破壊モデルを作成し,コンポジットレジンの破壊
 靭性向上の材料的知見を得ようとした。
 第1章では13種類の市販のコンポジットレジンを対象にフィラ形状によって4つの部類(有機複
 合フィラを含むコンポジヅトレジン,無正形フィラを含むコンポジットレジン,有機複合フィラと
 無琵形フィラを含むコンポジットレジン,球状フィラを含むコンポジットレジン)に分け,各部類
 を対象に電界走査型顕微鏡によるフィラの形状を観察し,狂DAXを用いてそのフィラの成分を測
 定した。また,各レジンのフィラの含有量を計り,フィラの形状と含有量と硬度,三点曲げ強度,
 曲げ弾性定数などの機械的性質との関係を調べた。フィラの大きさは有機複合フィラの場合,30-
 60μm程度で,各々の有機複合フィラはサブミクロンの球状フイラで構成されていた。無正形フィ
 ラを含むコンポジヅトレジンの場合0.5-ioμmの無正形フィラであり,有機複合フィラと無正形フ
 ィラを含むコンポジヅトレジンではサブミクロンの球状フィラからなる有機複合フィラと5μ搬以
 下の無正形フィラで構成されていた。フィラの含有量は有機複合フィラを含むコンポジヅトレジン,
 有機複合フィラと無置形フィラを含むコンポジットレジン,無正形フィラを含むコンポジットレジ
 ン,球状フィラを含むコンポジヅトレジン順で高くなり,機械的性質はフィラの含有量と比例して
 増加する傾向を見せた。
 第2章では第1章で対象にした4部類の中で有機複合フィラを含むコンポジットレジンを対象に
 三点曲げ試験試験により破壊靭性値を濁足し,同時に破壊靭性試験中発生する弾性波である
 Aco登sticE越ssion(AE)を測定した。破壊靭性値と破断面,AEの発生結果を基に有機複合フィ
 ラを含むコンポジットレジンの微視破壊機構を提案し,破壊靭性に及ぼす有機複合フィラの影響を
 明らかにした。
 第3章では第i章で対象にした4部類の中で無正形フィラを含むコンポジットレジンを対象に第
 2章と同じ方法で実験を施した。無正形フィラを含むコンポジットレジンでではフィラの含有量は
 ほぼ同じであるにも関わらず,破壊靭性と破潮面,A璽の発生挙動には差が見られた。実験結果,
 無正形のフィラの中でも5～10μm程度の大きさを有するコンポジットレジンの場合,破壊靭性向
 上効果が見られた。このような破壊靭性向上現象を主き裂進展前にき裂先端で微挽割れが形成され,
 それによるき裂先端での応力緩趣効果(Microcracktoug艶貧i鷺gef蚕ect)で説明した。
 第4章では0.iμmと0.6μ瓢の球状フイラを用いて試作のコンポジットレジンを作成し,球状フ
 ィラの含有量による機械的性質1破壊靭性の影響を調べた。またこの破壊靭性試験では試片の両面
 に高感度のAEセンサーを取り付け破壊靭性試験中発生するAEを測定した。曲げ強度,破壊靭
 性,破断面の観察結果およびAE放出結果を用いて球状フィラを含むコンポジットレジンの微視
 破壊モデルを作成した。球状フィラを含むコンポジヅトレジンではフィラによるピニング効果,微
 視き裂の形成およびき裂翻鰯こよる応力緩和による破壊靭性陶上効果が確認された。
 以上の結果から,コンポジットレジンのフィラの形状,含有率と機械的性質との関係が明らかと
 なり,同じ含有率でもフィラの形状によって破壊靭性が異なることがわかった。これは主き裂先端
 での微挽割れの形成による応力緩和による破壊靭性向上効果現象で説明され,今後,高い靭性を示
 す新しいコンポジットレジンの翻発の可能性が示唆された。
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審査結果要旨
本論文は先ず,市販
を調べ,それを4つ
ットレジンこの4つ
フィラを含むコ
Emissio薙)測定と
明らかにした。ま
視破壊機構も開ら
量,機械的性質,破
 偏向による応力緩和と破壊靭性向
コンポジットレジ
すます重要になっ
の問題を抱えてい
あらかじめ複合し
らに進め,有機複
の機械的性質との
概究に取り組んだ
まれる内部欠陥や
であり,歯学研究のテーマとして適切であると判断された
この研究結果から
緩和が起こり,コ
先駆けとなる微視
影響を大きく受け
複合フィラーは3
型有機複合フイラ
破壊経路を複雑にし破壊靭性値を向上させ
以上,本論文は有
抗の増加機構を提
 学)の学位授与に十分値するものと判嚇する。
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